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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年3月23日(2017.3.23)

【公開番号】特開2015-169599(P2015-169599A)
【公開日】平成27年9月28日(2015.9.28)
【年通号数】公開・登録公報2015-060
【出願番号】特願2014-46131(P2014-46131)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｊ   4/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  27/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｊ    4/04     　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   27/28     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年2月14日(2017.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入射光の偏光情報を取得する偏光情報取得ユニットであって、
　前記入射光のうち互いに垂直な方向に振動する二つの直線偏光の位相を調整する位相調
整部と、
　該位相調整部からの光のうち第１の方向に振動する偏光を透過させ、前記第１の方向に
垂直な方向に振動する偏光を透過させない領域を含む検光部と、
　該検光部を透過した偏光を光電変換する光電変換部と、を備え、
　前記位相調整部は、三つ以上の領域を有し、
　該三つ以上の領域は、位相調整量が互いに異なる領域の組み合わせと、互いの位相調整
量が同一であって遅相軸の方向の成す角度が２０度以上９０度以下である領域の組み合わ
せと、を含むことを特徴とする偏光情報取得ユニット。
【請求項２】
　前記光電変換部は、前記三つ以上の領域のそれぞれに対応する三つ以上の画素を含むこ
とを特徴とする請求項１に記載の偏光情報取得ユニット。
【請求項３】
　前記光電変換部の出力に基づいて前記二つの直線偏光の位相情報を取得する制御手段を
更に有することを特徴とする請求項１または２に記載の偏光情報取得ユニット。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記光電変換部の出力及び前記二つの直線偏光の位相情報に基づいて
、前記二つの直線偏光の振幅強度の情報を取得することを特徴とする請求項３に記載の偏
光情報取得ユニット。
【請求項５】
　前記検光部は、単一の領域で構成されることを特徴とする請求項１乃至４のうちいずれ
か１項に記載の偏光情報取得ユニット。
【請求項６】
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　前記検光部は、前記位相調整部の一つの領域に対応し、かつ互いに異なる方向に振動す
る偏光を透過させる複数の領域を含むことを特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか１
項に記載の偏光情報取得ユニット。
【請求項７】
　前記第１の方向は、前記位相調整部の進相軸および遅相軸の方向とは異なることを特徴
とする請求項１乃至５のうちいずれか１項に記載の偏光情報取得ユニット。
【請求項８】
　前記三つ以上の領域は、λ／２板として機能する領域およびλ／４板として機能する領
域を含むことを特徴とする請求項１乃至７のうちいずれか１項に記載の偏光情報取得ユニ
ット。
【請求項９】
　前記三つ以上の領域のうち、二つの領域のそれぞれの遅相軸と前記第１の方向との成す
角をα１およびα２、前記二つの領域以外の一つの領域の遅相軸と前記第１の方向との成
す角をβ、とし、α１、α２およびβを０度以上９０度以下の範囲の角度であるとすると
き、以下の条件を満足することを特徴とする請求項１乃至８のうちいずれか１項に記載の
偏光情報取得ユニット。

【請求項１０】
　前記位相調整部は、幅が互いに異なる第１及び第２の媒質が交互に配列された矩形格子
構造を有し、前記第１及び第２の媒質の幅は前記入射光の波長よりも小さいことを特徴と
する請求項１乃至９のうちいずれか１項に記載の偏光情報取得ユニット。
【請求項１１】
　前記第１の媒質は誘電体であり、前記第２の媒質は空気であり、前記矩形格子構造にお
ける前記誘電体の充填率は０．１以上０．７以下であることを特徴とする請求項１０に記
載の偏光情報取得ユニット。
【請求項１２】
　前記三つ以上の領域の光軸方向における厚みは、互いに同じであることを特徴とする請
求項１乃至１１のうちいずれか１項に記載の偏光情報取得ユニット。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のうちいずれか１項に記載の偏光情報取得ユニットと、物体の像を形
成する光学系と、を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至１２のうちいずれか１項に記載の偏光情報取得ユニットにおける前記光電
変換部の出力と前記入射光の偏光状態との関係を示す情報と、前記光電変換部の出力とに
基づいて、前記入射光の偏光情報を取得することを特徴とする偏光情報取得方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の偏光情報取得方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の偏光情報取得ユニットは、入射光の偏光情報を取得する偏光情報取得ユニット
であって、前記入射光のうち互いに垂直な方向に振動する二つの直線偏光の位相を調整す
る位相調整部と、該位相調整部からの光のうち第１の方向に振動する偏光を透過させ、前
記第１の方向に垂直な方向に振動する偏光を透過させない領域を含む検光部と、該検光部
を透過した偏光を光電変換する光電変換部と、を備え、前記位相調整部は、三つ以上の領
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域を有し、該三つ以上の領域は、位相調整量が互いに異なる領域の組み合わせと、互いの
位相調整量が同一であって遅相軸の方向の成す角度が２０度以上９０度以下である領域の
組み合わせと、を含むことを特徴とする。
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